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要 約

��� (経済連携協定) によって来日したインドネシア介護福祉士候補者とフィリピン介護福祉士候補

者が､ どのような属性や特徴をもつ人たちであるのか､ どのような動機と期待をもって来日し､ どのよ

うな心配や不安をもっていたのか､ を2009年にアンケート調査した結果を報告する｡ 来日前にインドネ

シアとフィリピンの現地でアンケート調査を実施し､ ほぼ全数の候補者から回答を得た｡ その結果､ 年

齢や婚姻状況､ 宗教などで顕著な違いが見られた｡ また来日動機や心配項目についても違いがみられた｡

インドネシアやフィリピンからの介護福祉士候補者の受け入れとサポートにあたっては､ こうした違い

を考慮にいれていく必要がある｡

キーワード：インドネシアとフィリピン介護福祉士候補者､ 来日動機､ 心配や不安



１. はじめに
経済連携協定１によって2008年からインドネ

シア人介護福祉士候補者２が､ 2009年からフィ

リピン人介護福祉士候補者３が来日し､ 日本の

介護老人福祉施設などで働きはじめた｡ この人

たちが､ どのような属性や特徴をもつ人たちで

あるのか､ どのような動機と期待をもって来日

し､ どのような心配や不安をもっていたのか｡

そして日本の病院や施設で働き始めてからは､

どのような現実に直面し､ どのような問題を感

じているのか｡ こうした実態や現実については､

マスメディアによるエピソード的で断片的な紹

介は数多くなされてきたが､ 統計的にみた全体

像のデータはこれまでほとんどなかった｡ 現在､

���による受け入れの枠組みや候補者への国

家資格試験のあり方についても論議されている｡

しかし､ 制度や政策は､ 本来､ 統計的な全体像

の現実や実態にもとづいて議論され､ 修正され

たり改正されたりすべきである｡

また､ 政府や自治体・行政､ 病院や施設､ 周

囲の人びとやボランティア､ 地域住民などから

も日本語学習や受け入れのサポートが様々にな

されている｡ こちらも､ 断片的なサポートニー

ズの把握ではなく､ 統計的な全体像の現実や実

態にもとづいて､ 候補者たちの不安やサポート

ニーズの把握がなされるべきである｡

しかしながら､ これまでのところ､ 来日した

インドネシア看護師・介護福祉士候補者が､ ど

のような人たちであるのか､ 実証的なデータに

乏しかった｡ また第一陣と第二陣とで､ 候補者

たちに､ どのような違いがあるのか､ そうした

データにも乏しかった｡ きちんとした統計的な

データを蓄積しながら､ 現実に生じている問題

への対処や対応を進めていくべき時期に来てい

るのである｡

われわれは､ 国際交流基金関西センターの協

力により､ 来日したインドネシア介護福祉士候

補者の第一陣に対するアンケート調査を､ 限定

的ではあったが実施している (2009年１月)｡

また2009年５月には､ フィリピン政府海外雇用

庁の協力を得て､ フィリピン人看護師・介護福

祉士候補者のほぼ全数へのアンケート調査を､

出発前オリエンテーション時に実施した｡ つい

で2009年８月には､ 在インドネシア日本大使館､

外務省､ ヒューマンリソシア株式会社の協力を

得て､ インドネシア看護師・介護福祉士候補者

のほぼ全数４に対するアンケート調査を､ バン

ドンにおける日本語研修期間中に実施した｡ こ

の二つのアンケート調査は､ ほぼ同一の項目を

用いたアンケート調査票を用いた自記式による

集合調査である｡

本論文は､ この二つのアンケート調査の結果

の中から､ インドネシアとフィリピンから来日

した介護福祉士候補者の属性や特徴､ 来日動機

や不安などを比較して報告するものである｡ ま

た第一陣のインドネシア介護福祉士候補者への

アンケート調査結果も､ 比較のため一部紹介す

る｡

２. 調査の概要
インドネシアからの看護師・介護福祉士候補

者の第二陣に対するアンケート調査は､ 在イン

ドネシア日本大使館､ 外務省､ ヒューマンリソ

シア株式会社の協力を得て､ バンドンにおける

日本語研修期間中に実施した (2009年８月)｡

調査方法は､ 日本語研修時のクラスにおいて調

査票を配布し自記式によって記入されたものを､

日本語研修講師が回収する集合調査法で､ 調査

票の使用言語はインドネシア語である｡ 有効回

答票は364票で､ 回収率は99�2％､ うち181人が

介護福祉士候補者であった｡

なお比較に用いた第一陣のインドネシア介護

福祉士候補者へのインドネシア語でのアンケー

ト調査は､ 2009年１月に､ 国際交流基金関西セ

ンターの協力をえて実施されたもので､ これも､

日本語研修時のクラスにおいて調査票を配布し

自記式によって記入されたものを､ 日本語研修

講師が回収する集合調査法であった｡ この調査

では､ 対象者が介護福祉士候補者の一部に限定

されているので､ 必ずしも第一陣のインドネシ

ア看護師・介護福祉士候補者の全体像を示すも

のではないが､ 参考のため比較対象とした５｡
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１ �����	
���������
������	��：以下���と略する｡
２ インドネシア人看護師・介護福祉士候補者は､ 2008年８月に208人､ 2009年11月に360人が来日した｡
３ フィリピン人介護福祉士・看護師候補者の第一陣は2009年283人が来日した｡
４ 現地での日本語研修を免除された数名についてはアンケート調査から外れている｡



フィリピンからの看護師・介護福祉士候補者

の第一陣に対するアンケート調査は､ 2009年５

月にフィリピン海外雇用庁の協力を得て､ 出発

前オリエンテーション時に調査票 (使用言語は

英語である) を配布し ､ その場で自記式によ

る回答を回収する集合調査法で､ 有効回答票は

272票 (回収率：95�4％)｡ うち170人が介護福

祉士候補者であった｡

３. 単純集計結果からみたインドネシアと
フィリピン人候補者の比較

属性

・性別

インドネシア介護福祉士候補者のほうが､

フィリピン介護福祉士候補者よりもやや男性

比率が高かった｡ しかし前述した第一陣のイ

ンドネシア介護福祉士候補者への調査では男

性が約６割であったことを考えると､ 男性の

来日比率が大幅に減少している｡ しかしなが

ら性別比率の推移については､ データを蓄積

して慎重に見ていく必要があるだろう｡

・年齢分布

インドネシア介護福祉士候補者の年齢層は

若く､ 20代がほとんどである｡ また最頻値が

23歳にある｡ この傾向は第一陣でも確認され

ている｡ それにたいしてフィリピン介護福祉

士候補者は年齢分布が20代から40代まで幅広

く分散している｡ ただしフィリピン介護福祉

士候補者の傾向も第二陣から変わるかもしれ

ず､ 年齢分布についてもデータの蓄積を行い､

分析に活かしていく必要があろう｡

・婚姻状況

年齢分布とも関連するのであろうが､ 年齢層

の高いぶん､ フィリピン介護福祉士候補者の

ほうが婚姻比率が有意に高かった｡ この違い

は､ 来日動機にも影響を与えている｡

・宗教

インドネシア介護福祉士候補者の９割以上が

イスラム教徒である｡ 対照的に､ フィリピン

介護福祉士候補者の８割以上がカトリックで

あり､ プロテスタントとあわせるとフィリピ

ン介護福祉士候補者のほぼ９割がキリスト教

徒である｡

・日本在住経験

インドネシア介護福祉士候補者には､ 日本在

住経験を持つ人はほとんどいなかった｡ フィ

リピン介護福祉士候補者では17％が日本在住

経験を持つ｡

・日本文化についての知識

インドネシア介護福祉士候補者もフィリピン

介護福祉士候補者もほぼ同じ傾向で有意差は

見られない｡ 良く知っているが約４分の１で､

ほかは少し知っている程度である｡

来日インドネシア人､ フィリピン人介護福祉士候補者の実像
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５ 第１陣のインドネシア介護福祉士候補者で国際交流基金関西センターで日本語研修を受けた全員 (57人) に調査票を配布し､ 37票を有効回答
として集計分析した｡ 有効回収率は64�9％である｡ この調査結果については､ 2009年５月23日に福岡で開催された九州大学アジア総合政策セ
ンター主催の催し ｢インドネシア人ケアワーカーを日本に迎えて｣ で報告している｡

性 別
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年 齢

婚 姻 状 況

参考(インドネシア第一陣)
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宗 教

以前に日本に住んだことがあるか

日本文化についてどの程度知っているか



・経済状況

経済状況が苦しいという人の比率は､ インド

ネシア介護福祉士候補者で約４割であるが､

フィリピン介護福祉士候補者では約７割と顕

著な違いがある｡ この違いが､ 来日動機にも

有意に影響している｡

・介護士経験

質問文の ｢介護士 (���������あるいは ����

	
����)｣ という言葉は多義的で､ 国によっ

て意味合いも微妙に違うこともあり､ 厳密な

比較は難しいが､ インドネシア介護福祉士候

補者では約15％､ フィリピン介護福祉士候補

者では約半数が経験ありと答えている｡ その

うち海外で介護士として出稼ぎをした経験を

問うたサブクエスチョンでは､ インドネシア

介護福祉士候補者では海外出稼ぎは皆無だっ

たが､ フィリピン介護福祉士候補者では約四

分の一が経験ありと答えている｡ こうした違

いについては､ 今後とも継続的に精査してい

く必要があろう｡

４. 来日動機
来日した動機は､ 単純ではなく多くの要因が

複雑にからんでいるのではなかろうか｡ 来日し

た動機を複数回答で選択してもらったところ､

インドネシア介護福祉士候補者､ フィリピン介
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経 済 状 況

介 護 士 経 験



護福祉士候補者ともに多くの項目で８割以上も

選択されていた｡ その中で ｢応募時点で仕事が

なかったから｣ ｢フィリピン／インドネシアで

の給与に満足できなかったから｣ ｢日本で既に

生活している､ 家族や親戚がいたから｣ ｢日本

に働きに行くことを家族から勧められたから｣

などを選択する人は両国とも相対的には少なかっ

た｡ 比較のため､ インドネシア介護福祉士候補

者第一陣でのアンケート調査の結果も示してお

く｡

両国の介護福祉士候補者の来日動機について

有意差の確認された項目をみてみると､ ｢���

への応募時点で仕事がなかったから｣ ｢日本に

働きに行くことを家族から勧められたから｣

｢日本の文化 (アニメーションや漫画など) に

関心があるから｣ ｢日本での経験を､ 将来他国

の病院や施設で生かしたいから｣ などでは､ イ

ンドネシア介護福祉士候補者のほうで､ フィリ

ピン介護福祉士候補者よりも有意に多く選択さ

れている (�＜�01)｡ また､ ｢フィリピン／イン

ドネシアでの給与に満足できなかったから｣

｢日本で既に生活している､ 家族や親戚がいた

から｣ などでは反対にフィリピン介護福祉士候

補者のほうで､ インドネシア介護福祉士候補者

よりも有意に多く選択されている (�＜�01)｡

ついで来日した動機を一位から三位までラン

クづけてもらったところ､ 第一位の来日動機は､

インドネシア介護福祉士候補者では ｢自分のキャ

リアをのばしたいから｣ がもっとも多く､ つい

で ｢家族を経済的に支援したいから｣ であった｡

反対に､ フィリピン介護福祉士候補者では ｢家

族を経済的に支援したいから｣ がもっとも多く､

ついで ｢自分のキャリアをのばしたいから｣ で

あった｡ ともに自分のキャリアと家族支援とが

もっとも大きな来日動機になっているが､ その

優先順位は違っていた｡ ただし､ 今回のデータ

だけで両国の介護福祉士候補者の違いについて

確定的なことは言えないことはもちろんである｡

・性別にみた来日動機の分析

来日動機を性別にクロス集計してみたとこ

ろ､ インドネシア介護福祉士候補者において

は､ 性別による有意な違いは見られなかった｡

フィリピン介護福祉士候補者では､ ｢日本で

既に生活している､ 家族や親戚がいたから｣

と ｢日本はどの国よりも高い給料が稼げると

思うから｣ という理由が､ 女性のほうで男性

よりも多く選択されていた｡ 全体的にみると､

予想と反して､ 性別による来日動機の違いは

あまり大きくなかったと言えよう｡

・経済状況と来日動機との関連

来日動機を､ 経済状況別にクロス集計して

みたところ､ インドネシア介護福祉士候補者

では､ ｢日本に働きに行くことを家族から勧

められたから｣ ｢日本はどの国よりも高い給

料が稼げると思うから｣ ｢フィリピン／イン

ドネシアでの給与に満足できなかったから｣

という理由が､ 経済状況が苦しい人では､ 経

済状況が苦しくない人に比べて有意に高かっ

た｡

フィリピン介護福祉士候補者では､ ｢本

来日インドネシア人､ フィリピン人介護福祉士候補者の実像
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介護士海外出稼ぎ経験
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参考(インドネシア第一陣)

来 日 動 機
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インドネシア介護福祉士候補者の性別による来日動機の違い

男性 女性 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ χ2 �� � 有意差

応募時点で仕事がなかったから 28 71�8 87 64�9 115 66�5 0�64 1 �424 ����

日本で既に生活している､ 家族や親戚がいたから 3 7�5 16 12�0 19 11�0 0�65 1 �422 ����

自分のキャリアをのばしたいから 41 100�0 133 98�5 174 98�9 0�61 1 �433 ����

日本に働きに行くことを家族から勧められたから 13 35�1 60 45�1 73 42�9 1�18 1 �278 ����

日本が､ 他の国よりも早く渡航することが可能だから 30 83�3 108 85�7 138 85�2 0�13 1 �723 ����

日本の文化 (アニメーションや漫画など) に関心があるから 41 100�0 129 97�0 170 97�7 1�26 1 �261 ����

家族を経済的に支援したいから 39 97�5 131 97�8 170 97�7 0�01 1 �923 ����

日本の高度先端技術を勉強したいから 37 94�9 129 97�7 166 97�1 0�87 1 �352 ����

海外に住むという夢を実現したいから 33 89�2 119 90�2 152 89�9 0�03 1 �863 ����

政府間プロジェクトに貢献したかったから 39 100�0 129 99�2 168 99�4 0�30 1 �583 ����

日本はどの国よりも高い給料が稼げると思うから 30 81�1 103 84�4 133 83�6 0�23 1 �630 ����

日本での経験を､ 将来他国の病院や施設で生かしたいから 35 92�1 124 94�7 159 94�1 0�34 1 �557 ����

日本人と結婚したいから 11 34�4 38 32�5 49 32�9 0�04 1 �840 ����

仲介業者に紹介料を払わなくても良いから 33 86�8 102 83�6 135 84�4 0�23 1 �631 ����

フィリピン人／インドネシア人のケアの天性を日本人に見せたいから 40 100�0 132 100�0 172 100�0 － － － －

フィリピン／インドネシアでの給与に満足できなかったから 2 5�6 15 12�0 17 10�6 1�23 1 �268 ����

来日動機(第一位)
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インドネシア介護福祉士候補者の経済状況と来日動機との関連

困難な経済状況 それほど困難でない 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ χ2 �� � 有意差

応募時点で仕事がなかったから 47 63�5 65 67�0 112 65�5 0�23 1 �634 ����

日本で既に生活している､ 家族や親戚がいたから 10 13�5 8 8�3 18 10�6 1�18 1 �276 ����

自分のキャリアをのばしたいから 76 100�0 96 98�0 172 98�9 1�57 1 �210 ����

日本に働きに行くことを家族から勧められたから 37 52�1 36 37�1 73 43�5 3�75 1 �053
���10
†

日本が､ 他の国よりも早く渡航することが可能だから 59 85�5 77 84�6 136 85�0 0�02 1 �876 ����

日本の文化 (アニメーションや漫画など) に関心があるから 71 95�9 96 99�0 167 97�7 1�68 1 �195 ����

家族を経済的に支援したいから 75 98�7 92 96�8 167 97�7 0�63 1 �428 ����

日本の高度先端技術を勉強したいから 72 97�3 92 96�8 164 97�0 0�03 1 �862 ����

海外に住むという夢を実現したいから 65 91�5 85 89�5 150 90�4 0�20 1 �654 ����

政府間プロジェクトに貢献したかったから 73 100�0 92 98�9 165 99�4 0�79 1 �374 ����

日本はどの国よりも高い給料が稼げると思うから 61 89�7 70 79�5 131 84�0 2�94 1 �086
���10
†

日本での経験を､ 将来他国の病院や施設で生かしたいから 70 98�6 87 90�6 157 94�0 4�60 1 �032
���05

	

日本人と結婚したいから 22 33�3 26 31�7 48 32�4 0�04 1 �834 ����

仲介業者に紹介料を払わなくても良いから 53 76�8 80 89�9 133 84�2 4�99 1 �026
���05

	

フィリピン人
インドネシア人のケアの天性を日本人に見せたいから 73 100�0 97 100�0 170 100�0 － － － －

フィリピン
インドネシアでの給与に満足できなかったから 11 16�2 7 7�8 18 11�4 2�71 1 �100
���10
†

フィリピン介護福祉士候補者の性別にみた来日動機

男性 女性 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ χ2 �� � 有意差

応募時点で仕事がなかったから 9 47�4 77 52�0 86 51�5 0�15 1 �702 ����

日本で既に生活している､ 家族や親戚がいたから 1 5�3 34 23�1 35 21�1 3�23 1 �072
���10
†

自分のキャリアをのばしたいから 19 100�0 150 100�0 169 100�0 － － － －

日本に働きに行くことを家族から勧められたから 4 21�1 41 27�9 45 27�1 0�40 1 �528 ����

日本が､ 他の国よりも早く渡航することが可能だから 12 66�7 112 81�2 124 79�5 2�05 1 �152 ����

日本の文化 (アニメーションや漫画など) に関心があるから 17 94�4 133 88�7 150 89�3 0�56 1 �454 ����

家族を経済的に支援したいから 19 100�0 150 99�3 169 99�4 0�13 1 �722 ����

日本の高度先端技術を勉強したいから 19 100�0 149 100�0 168 100�0 － － － －

海外に住むという夢を実現したいから 18 94�7 135 92�5 153 92�7 0�13 1 �720 ����

政府間プロジェクトに貢献したかったから 19 100�0 147 98�0 166 98�2 0�39 1 �534 ����

日本はどの国よりも高い給料が稼げると思うから 14 73�7 139 93�9 153 91�6 8�98 1 �003
���01

		

日本での経験を､ 将来他国の病院や施設で生かしたいから 15 78�9 122 83�0 137 82�5 0�19 1 �662 ����

日本人と結婚したいから 5 27�8 29 20�6 34 21�4 0�49 1 �482 ����

仲介業者に紹介料を払わなくても良いから 17 89�5 131 90�3 148 90�2 0�01 1 �904 ����

フィリピン人／インドネシア人のケアの天性を日本人に見せたいから 19 100�0 150 100�0 169 100�0 － － － －

フィリピン／インドネシアでの給与に満足できなかったから 10 52�6 87 59�6 97 58�8 0�34 1 �562 ����



���への応募時点で仕事がなかったから｣

｢日本はどの国よりも高い給料が稼げると思

うから｣ ｢フィリピン／インドネシアでの給

与に満足できなかったから｣ が､ 経済状況が

苦しい人では､ 経済状況が苦しくない人に比

べて有意に高かった｡ ただしほとんどの場合

に有意差傾向が認められる (�＜�10) 程度の

ゆるやかな違いであった｡

このように､ 性別でも経済状況による違い

でもなく､ 全体的にはほぼ同じ傾向の来日動

機をもつ人たちであるようだ｡

５. 不安なこと
ほとんどの人が､ 来日するのも介護福祉士候

補者として働くのも初めての経験なので､ 多く

の心配や不安を抱えての来日だったであろう｡

複数選択の単純集計結果を示す｡ なお､ 両国の

介護福祉士候補者の間で有意差の確認された項

目については､ １％水準での有意差が確認され

た項目が (＊＊)､ ５％水準での有意差が確認

された項目を (＊) で示してある｡

両国の介護福祉士候補者とも､ 様々な心配や

不安を感じての来日だったようだ｡ 今回のデー

タを比較するかぎりでは､ フィリピン介護福祉

士候補者のほうが､ より多くの心配や不安を感

じての来日だったようである｡ フィリピン人の

方が海外で稼ぎ経験もあり､ 日本での滞在経験

もあることを考えると､ 逆の結果が出てもおか

しくはないのに､ このような結果が出たのはな

ぜなのか､ 今回のデータだけでは分からない｡

これはインドネシア介護福祉士候補者よりも年

齢層が上だったことや､ 結婚している人たちが

有意に多かったことなども影響しているのかも

しれないが､ 今回のデータだけでは確かなこと

は言えない｡ 今後ともデータを蓄積して分析し

ていくことが必要である｡

６. まとめと考察
インドネシア介護福祉士候補者 (第二陣) と

フィリピン介護福祉士候補者 (第一陣) とでは､

来日インドネシア人､ フィリピン人介護福祉士候補者の実像
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フィリピン介護福祉士候補者の経済状況と来日動機との関連

困難な経済状況 それほど困難でない 計

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ χ2 �� � 有意差

応募時点で仕事がなかったから 47 63�5 65 67�0 112 65�5 0�23 1 �634 	�
�

日本で既に生活している､ 家族や親戚がいたから 10 13�5 8 8�3 18 10�6 1�18 1 �276 	�
�

自分のキャリアをのばしたいから 76 100�0 96 98�0 172 98�9 1�57 1 �210 	�
�

日本に働きに行くことを家族から勧められたから 37 52�1 36 37�1 73 43�5 3�75 1 �053
���10
†

日本が､ 他の国よりも早く渡航することが可能だから 59 85�5 77 84�6 136 85�0 0�02 1 �876 	�
�

日本の文化 (アニメーションや漫画など) に関心があるから 71 95�9 96 99�0 167 97�7 1�68 1 �195 	�
�

家族を経済的に支援したいから 75 98�7 92 96�8 167 97�7 0�63 1 �428 	�
�

日本の高度先端技術を勉強したいから 72 97�3 92 96�8 164 97�0 0�03 1 �862 	�
�

海外に住むという夢を実現したいから 65 91�5 85 89�5 150 90�4 0�20 1 �654 	�
�

政府間プロジェクトに貢献したかったから 73 100�0 92 98�9 165 99�4 0�79 1 �374 	�
�

日本はどの国よりも高い給料が稼げると思うから 61 89�7 70 79�5 131 84�0 2�94 1 �086
���10
†

日本での経験を､ 将来他国の病院や施設で生かしたいから 70 98�6 87 90�6 157 94�0 4�60 1 �032
���05

�

日本人と結婚したいから 22 33�3 26 31�7 48 32�4 0�04 1 �834 	�
�

仲介業者に紹介料を払わなくても良いから 53 76�8 80 89�9 133 84�2 4�99 1 �026
���05

�

フィリピン人インドネシア人のケアの天性を日本人に見せたいから 73 100�0 97 100�0 170 100�0 － － － －

フィリピンインドネシアでの給与に満足できなかったから 11 16�2 7 7�8 18 11�4 2�71 1 �100
���10
†



属性に大きな違いが認められた｡ とくに年齢､

婚姻状況､ 宗教などで顕著であった｡ また､ 分

析したように､ 来日動機や来日にあたっての心

配や不安の項目にも､ 両者で違いが認められた｡

このことは､ 両者が日本の介護老人福祉施設な

どで働いていくうえで､ 直面する問題や課題も

違ってくる可能性がある｡ したがって､ 施設側

も､ 受け入れやサポート体制の準備や対応にあ

たっては､ こうした違いを考慮に入れた､ より

きめ細かな対応が必要となるだろう｡

ただし今回のデータからみつかった両者の違

いが､ 今後とも持続する傾向であるかどうかは､

現時点では分からない｡ ���による両国の介

護福祉士候補者の受け入れを､ スムーズに進め

るためにも､ 今回の調査のようなきちんとした

統計的な方法によるデータの蓄積を進めていく

必要がある｡ また､ 受け入れ後の実態について

もフォローアップ調査の必要性があるだろう｡
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来日に際して不安なこと


